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取扱説明書 

お買い上げいただをありがとラございまず。 

電気製品は安全のためのを意事項を守!5ないと、火災や人身事故にな 
ることびおります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたをおし 
ています。 この取扱説明書をよくお読みのうえ、 製品を安全にお使いください。 
お読みになったあとは、いつでち見5れるところに必ず保管してください。 
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A 警告 


1 C レコーダー 
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警告^ 


まをのために 


事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。 

• 安全のためのま意事項を守る 
• 故障した6使わない 

• 万一異常が起きた5、お買い上げ店またはソニー 
サービス窓 □に修理を依頼ずる 


警告表示の意味 

この取扱説明書では、次のよラな表示をしていま 
す。表示の内容をよく理解してから本文をお読み 
<ださい。 


应危険 1 

この表示の注意事項を守らない 
と、火災•感電-破裂などによ 
0死こや大けびなどの人身事故 
が生じます。 


A 警告 

この表示の注意事項を守らない 
と、火災•感電などにより死 t 
や大けびなど人身事故の原因と 
な0ます。 


应ミ主意 1 

この表示の注意事頂を守らない 
と、感電やその他の事故によりけ 
びをしたり周辺の家財に損害を与 
えた0することびあ0ます。 


ミち意を促ず記号 

善鲁 


巧為を禁止ずる 
記号 

0 ® 

禁止 巧妮禁止 



A A 下記の注意事項を守らない 

/ B \ / 々 \ と;が•感電により死が 

A 警告 


化お 感電大けがの原因となりまず。 


内部に水や異物を落とさない 

万一、水や異物び入ったとさは、 
すぐに電池を抜き、お買い上げ店 
または ソニーサービス 窓□にご相 
談ください。 



湿気やほこり、油煙、湯気のをい場所や、 
直射日光のあたる場所には置かない 

火災や感電の原因となることがあ 
ります。とくに風呂場では絶対に_ん义 j 禁止 
使用しないでください。 


0 



A ミ主思 I 


下記の注意事項を守5ないとけがをしたり 
周辺の家財に損害を与えたりすることがあ 
ります。 


内部を開けない 

感電の原因となることがありま 
す。内部の点検や修理はお買い上 
げ店または ソニーサービス 窓□に 
ご相談ください。 



大音量で長時間つづけて聞きずぎない 

耳を刺激するよラな大をな音量で長時 
間つづけて聞くと、聴力に悪い影響を 
与えることびあります。とくにイ ヤー 
レシーバーで 聞くとさにごま意く ださ 
し、呼びかけられて返事びでさるく5 
いの音量で聞舌ましよラ。 


0 

禁止 



電池にごいてのまを上のごミ主意 

液漏れ■破裂•発熱•発义-誤軟による大けがや失明を避 
けるため、下記の注意事項を必ずお守りください。 


^危険 I 乾電池が液漏れしたとさは 

乾電池の液が漏れたときは素手で液をさわ5ない 

液び本体内部に残ることびあるため、お客様ご相談セ 
ン ター または ソニーサービス 窓口にご相談ください。 
液び目に入ったとをは、失明の原因になることびある 
ので目をこす日ず、すぐに水道氷などのされいな水で 
充分洗い、ただちに医師の治療を受けてください。 
液び身体やを服についたときも、やけどやけびの原因に 
なるので、すぐにされいな水で洗い流し、皮膚に炎症や 
けびの症状びあると走には医師に相談してください。 


A 警告 

• ルさい電池は飲み込む恐れびあるので、乳幼児の手 
の届くところに置かない。万が一飲み込んだ場合 
は、窒息や胃などへの障害の原因になるので、直ち 
に医師に相談する。 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 充電しない。 

• 乂の中に入れない。分解、加熱しない。 

•コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携 
帯•保管しない。ショートさせない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 使い切った電池は取りはずす。長時間使用しないと 
さを取りはずす。 

• 新しい電池と使用した電池、種類の違ラ電池を混ぜ 
て使わない。 


防ミ主思 I 

• 火のそばや直射日光のあたるところ-炎天下の車中 
など、高温の場所で使用-保管-放置しない。 

• が装のビニールチューブをはがしたり傷つけたりし 
ない。 

• 指定された種類政がの電池は使用しない。 


パックアップのおずずめ 

万一の誤消去や、にレコーダーの故障などによるデー 
夕の消滅や破損にそなえ、大切な録音内容は、必ず予備 
として、テープレコーダーなどに録音してください。 
詳しくは、月 IJ 紙の nCD 巧つ得 Q & A 」 をご賣ください。 


•本製品の不具合により、録音ができなかった場 
含、および録音内容げ破損または消まされた場 
含、録音内容の補償についてはご容赦ください。 

•本製品を使用したことによって生じた金銭上の損害、 
逸失利なおよび第云者からのいかなる請求につさまし 
てを、当社は一切その責任を負いかねます。 

•録り直しの聞かない録音の場合は、必ず事前にた 
めし録りをしてください。 

• あなたび録音したをのは個人として楽しむなどの 
ほかは、菁作権ま上、権利ちに無断で使用でさま 
せん。 


^準備 


準備1:巧電池を入れる 


0電池ぶたを矢印の方向へず6して開ける。 



Q 単4おアルカリ巧電池（付属）を2本入れ、 

ふたを巧める。 




電池ぶたは落としたり、無理な力を 
加えたりするとはずれることびあり 
ます。そのときは上の図のよラには 
め直して < ださい。 


お買い上げのあと、初めて電池を入れたとさや、電池を抜いたまま長時間お 
使いにな日なかった後に電池を入れたとさには、日付表示び点滅します。 
「準備2:時計を含わせる」の手順2〜3をご覧になり、時計を含わせてくださ 
し、。 


乾電池を交換する時期 

電池の残量びなくなってくると、表示 

窓の表示でお知5せします。 

仁^び点滅したら、電池を交換して 

ください。 

^1 ZZI び点滅ずると電源び切れ、操作 

びでさな<な0ます。 

n ごま意 

• 電池を交換する際、ミ肖耗した電池を 
振いてから3分政内に新しい電池を入 
れないと、時計設定画面（曰付表おび 
点滅）に戻ってしまったり、日付-時 
刻び正しく表示されないことびあり 
ます。この場合は時計を合わせ直し 
てください。なお、録音した内容や 
アラーム設定は消えません。 

• 電池を交換するときは、必ず2本とを 
新しい乾電池に交換してください。 


乾電池の持続時間 (ソニーアルカ U 
乾電池 LR 03( SG ) を連続使用時） 


録音時 

再を時 

約1日時間 

約别寺間 


* 音量つまみ「4」付近で内蔵スピーカ 
一で再生した場合 

* 電池持続時間は使用条件によって短 
くなる場合びあります。 

n ごま意 

本機にはマンカ"ン電池はお使いになれ 
ません。 


準備2:時計ををわせる 


タイマー録音やアラーム機能を使用したり、録音した曰付を記録するためには、本機の時計合わせをしておく必要が 
お0ます。 


Q 時計設定画面を表示する。 



または ►►!+ ボタンを巧して 
「SET DATE 」 を表おさだる。 


■再を/停止ボタンを巧ず。 

「年」の数字び点滅します。 




Q 年月日をさわせる。 




riM L , 口 

、、,-ム-,。 

一化ん,し, 


0時分をさわせる。 



⑤ 同様にして、 r 分」を合わ 
せる。 


® 時報と同時に►-■再を/ 
停止ボタンを巧ず。 

rSET DATE 」 表示に戻り 
ます。 


⑤メニューボタンを押ず。 


が本機には電源スイッチはありません。表 
お窓には苗に表示び出ています。 


广 , M しの 

"こ、、こ"-'-' 

边也す 



因 

のの 

UU 

HIGH 



rw の 


b-cu 


►基本がながりかた 


用件を録音する 


A または臣のフオルダそれぞれに99件までの用件を録音できます。 
♦録音/停止ボタンを押すと、自動的に一番最後の部分に録音び追加され 
るので、テープのように録音されていない部分を探す必要びなく、すぐに 
録音び始められます。 

例： I 用件1「巧件2 |~ 新しい用件 「空さスぺース 


Q 録音したいフォルダを選ぶ 

フォルダボタンを巧して 
用件を録音したいフォル 
ダを表示させる。 



巧 


録音を始める 


①停止中に、♦録音/停止 
ボタンを押す。 


用件番号 


メモリ—カウンター表示 




巧量表示 


表示ボタンで設定した表示 
び表示されます。 


録/再ランプ 

(録音中はホく点灯） 


感 巧蔵マイクに向かって話ず。 

I 録音/停止ボタンは、録音 
中ずっと巧し続ける必要はあ 
りません。 


な 


録音を止める 


■再生/停止ボタン 


マイク感度ボタン 



♦録音/停止ボタンを巧ず。 

今録音した用件のはじめで停止 
します。 


.■■一時停止ポタン 
.停止ボタン 

♦録音/停止ボタンの巧ね0 
に停止ボタンを押してち停止 
します。 


n 録音するときのごま意 
• 録/再ランプがホまたはオレンジに 
点灯*点滅中は電池をはずさないで 
ください。データが破損ずるおそれ 
がありまず。 

• マイクジャックにオーディオコード 
をつないでいるときは、内蔵マイク 
での録音はできまだん。つないだ機 
器またはコードをはずしてくださ 
い。 

• 録音中、本機に手などがあたった 
り、こずったりすると雑音が録音さ 
れてしまうことがありまず。ご注意 
ぐださい。 

録音可能時間について 

最大録音時間は、全フオルダ合わせて 
1己0分です。録音可能な残り時間は、表 
おモードを切り換えて「残り時間表示モ 
ード」で確認でさます。 

メモリー残 量 表示について 

残量び減ると、ひとつずつ消えていき 
ます。 


而~ fT 7 \ 点滅 



録音中に残り時間び日分を切ると、；><モ 
I 」一残量表示の最後の一つび点滅し、 
残り時間び1分を切ると、 「 REMAIN 」 
の表示と設定した表示モードび交互に 
点滅します。メモ U — びいっぱいにな 
ると、自動的に録音び止まり、警告音 
び鳴り、 「 FULL 」 表示び点滅します。 
不要な用件を消去してください。 

H ごま意 

フオルダ内に99件の用件び録音されて 
いる場合や、方モ U —びいっぱいの場 
合は、•録音/停止ボタンを巧すと、 
警告音び鳴り 「 FULL 」 表示び点滅し、 
録音できません。 


その他の操作 

録音を一時停止ずる* II 一時停止ボタンを押す。録音一 

時停止中は緑/再ランプび赤く 
点滅し、 「 PAUSE 」 （録音一時停 
止）表示び点滅します。 


一時停止を解除する ちラー度》—時停止ボタンを押す、または•録音/停止 

ボタンを巧す。先ほど録音していた用件に続けて録音す 
ることびで去ます。（録音一時停止後、録音を続けず、停 
止するときは、停止ボタンを押します。） 


の〔 I ! 

nraa 

HIGH か …; 


な 


FIIJ 


■■irirrh-f.-t-TlTV 


今録音したばかりの ►■再を/停止ボタンを巧す。 

用件を聞く 録音び解除され今録音した用件のはじめから聞くこと 

びでをます。 

* 歸音を一時停止して約1時間たつと、録音一時停止は辆除され、録音停止になりま 
す。 


内蔵マイクの感度を切り換える 

マイク感度ボタンを巧し、用途に合わ 
せて、内蔵マイクの感度を切り換える 
ことびでさます。 

「H に H 」 （会議録音モード）： 

ルさな音を大きくするととをに、全体 
の録音レべ J レを最適化することでバラ 
ンスのとれた歸音を実現します。にし、 
舍謡室での録音など、遠くの音やルさ 
し、音を録音するとをに使用します。 
「 LOW 」 （□述録音モード）： 

□述歸音など、マイクを□元に近づけ 
て録音したり、近くの音や大きい音を 
録音ずるとさに使用します。 


録音した用件を聞く 


あらかじめ録音してある用件を選んで聞くときは、手順1から操作してくだ 
さし、今録音したばかりの用件を聞くには、手順3から行ってください。 


Q フォルダを選ぶ 


フォルダボタンを押して 
再生したい用件を録音し 
たフォルダを表示させ 
る。 



フォルダの種類 



0 


用件番号を選ぶ 



選んだ用件番号 

丄 


面 


UD 


wm 


カウンター 
-表が 


表示ボタンで設定した表示 
び表示されます。 


Ef 再生をおめる 


イヤーレシー/ (一で 聞くには 

付属または別売りのイヤーレシーバー 
をイヤホンジャックに差し込んでくだ 
さい。スピーカーか5は音び出なくな 
ります。両耳タイプのイヤーレシーバ 
一を差すと、左 CL ) 側からのみ音び聞 
こえます。雑音び入るときは、イヤー 
レシーバーのプラグをきれいに拭いて 
<ださい。 


フォルダ内の用件を続けて聞くに 
はーコンティニュー再生 

メニューのコンティニュー再生 
( C 0 NT ) を rONJ に設定すると、フォ 
ルダ内の用件を連続して再生できま 
す。 （ r フォルダ内の用件を続けて再生 
するーコンティニュー再生」参照。） 

同じ用件を繰り返し聞くには 一 
1件リピート再生 

再生中に►-■再生/停止ボタンを1秒 
な 上 巧します。 

「与：」び表示され、そ 
の用件び繰0返し再 
生されます。 



I 


の I 


• 普通の再生に戻すには： ►-■再生 
/停止ボタンを巧します。 

• リピート再をを止めるには： 停止ボ 

タンを巧します。 


① ■再ま/停止ボタン 
を巧ず。 


因 

广〇 

UJ 

HIGH 



に " パ I 


カウンター表示 

(または設定したモードの表示) 



イヤホンジャック 

婦/再ランプ 
(再生中は緑に点阿） 


’⑤音量つまみで音量を調 
節ずる。 

信止ボタン 


ひとつの用件の再生び終わると、次の用件のはじめで停止します。 

フオルダ内の最後の用件の再生が終わると、その用件のはじめに戻って 
停止します。 


その他の操作 


再生の途中で停止し、用件の 
頭 I *-民る 

停止ボタンを巧す。 

再生の途中、その位置で停止 
する* 

■再生/停止ボタンを押す。 

もう一度►-■再生/停止ボタンを巧すと、止 
めたところから再生び始まります。 

今聞いている巧件の頭に戻る 

- M イボタンを短く1回巧ず。 

前の用件、さらに前の用件に 
戻る 

- M イボタンを短く何回か巧す。（停止中は押し 
たままにすると、連続して戻ります。） 

次の用件に進む 

►►1+ボタンを短く1回巧す。 

さらに次の巧件に進む 

►►1+ボタンを短く何回か巧す。（停止中は巧し 
たままにすると、連続して進みます。） 


■■一時停止ボタンを巧してを、再生を一時停止できます。このときは、録/再ラン 
フび緑に点滅します。また、約1時間たつとその位置で停止状態になります。 


用件の頭だけをひと通り聞くには 
ー スキャン再生 

停止中に►-■再生/停止ボタンを1秒 
U (上巧します。 rSCAN 」 び表示され、 
選んだフアイ j レ内の最初の用件から最後 
の用件まではじめの日砂ずつ再生しま 
す。聞をたい用件びみつかったら、 

►-■再生/停止ボタンを巧すと、その 
用件を続けて聞くことびできます。 


再を中に早送り/早戻しするには 
(キュ ー /レビュ ー） 

• 早送り（キュ ー) :再生中に ►►!+ ボ 
タンを押したままにして、聞さたし、 
ところで離します。 

. 早戻し（レビュ ー) :再生中に 
ボタンを押したままにして、聞さた 
し、ところで離します。 

最初はかしずつ早送り/早戻しされる 
ので、1語分だけ戻したり、送ったり 
して間さたいとさに便利です。しばら 
くそのままにすると、高速での早送り 
/早戻しになります。早送り/早戻し 
中は、表示モードの設定に関係なく、 
カウンター表示になります 
一時停止中でち同様の操作びでさま 
す。間さたいところで離すと、そこで 
—時停止状態となります。 

が最後の用件の終わりまで早送り 
すると 

• 最後の巧件の終わりまで送られる 
と、 「 END 」 表示び日秒間点滅しま 
す。点滅中は録/再ランプは緑に点 
灯しています。（再生音は聞こえま 
せん。） 

•「 END 」 の点滅と緑/再ランプび消 
えると、最後の用件の頭に戻って止 
ま0ます。 

•「 END 」 の点滅中に-〜ボタンを 
巧したままにすると、早戻しされ、 
離したところか5再生び始まりま 
す。 

• 最後の用件び長時間の用件の場ち 
で、用件中の後ろのちを探して再生 
したい場合は、 ►►!+ ボタンを巧し 
続けていったん用件の最後まで早送 
りして、 「 END 」 表示の点滅中に 
ボタンを押して聞さたいとこ 
ろまで早戻しして探すと便利です。 

• 最後の巧件攻外の場合は、次の用件 
の頭に送ってから再生中に早戻しす 
ると素早く探せます。 


次に録音するとき、フオルダび同じ場合は、手順1は省略できます。 





























































































































































































































































































® ►-■再生/停止ボタンを巧 
す。 

「 DATE 」 が点滅しまず。 


3 アラーム再生ずる日を設定ずる。 

•日付 ( DATE ) を指定ずる場ち 

©「 DATE 」 点滅中に►■再 
生/停止ボタンを押す。 

「月」表示び点滅します。 

@-1◄◄または ►►! + ボタンで 
「月」の数宇を選び、►-■再 
生/停止ボタンを巧す。 

旧」表示び点滅します。 

感 - M ◄または ►►! + ボタンで 
「曰」の数宇を選ぶ。 

•週に1回再生したい場ち 

- I ◄◄または ►►! + ボタンで希 

望の曜日 （ rsuN 」 〜 rsATj ) 

を表示させる。 


4 ►-■再生/停止ボタンを押ず。 

「時」表示び点滅します。 


♦毎日決まった時刻に再生したい 
お n 

-！◄◄または ►►! + ボタンで 
「 DAILY 」 を表示させる。 


用件を別のフォルダに巧動す 

る- lx — つ 

録音済みの用件を、他のフォルダに移動させることびで 
さます。 

例：フォルダ A の用件3をフォルダ目に移動する場含 

1 移動させたい用件を再生ずる。 


のお 
HIGH 


瞬'ぶ3 

,,1 


HIGH じの) 

V I I I I I I / 

〜 inn 1 1 C 

一,",し1化 
しー ト件 卜 W ^ 


L 用件の再生中にフォルタ’ボタン 
を押して、移動巧のフォルダを 
点滅させる。 

移動先のフォルダ（この場合は 
旧」）と 「 MOVE 」 表示び点滅 
し、用件の頭の己秒と最後の己秒 
び1日回繰り返し再生されます。 

3 ►-■再生/停止ボタンを押ず。 

巧件び移動先のフォルダに移動しま 
す。そのフオルダの録音曰時順にし 
たびった場所に挿入されまず。 

途中でフオルダの移動をやめるには 

手順3の前に停止ボタンを巧します。 


n ごま意 

ムーブ機能を使って用件を移動ずると、ちとのフォルダからは 
用件びな<な0、移動先のフオルダのみに用件び入ります。 

(巧件をコピーする機能ではありません。） 


EB 

HIGH 


05 


^その他の機能 


巧望の時刻に再生を始める 

ーアラーム再を 

あ5かじめ設定した時刻にアラーム音ととちに用件を再生 
することびでをます。特定の日付を指定したり、毎週同じ 
曜日や毎日同じ時刻に再生するよラに設定できます。 


再生したい用件を表示させる。 
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U しり一, 



アラーム 設定を 「 ON 」 にずる。 

® メニューボタンを押す。 

「ALARM OFF 」 び表示されま 
す。（すでにその用件びアラーム 
設定されていると 「 ON 」 び表示 
されます。） 

H ごま意 

時刻設定をしていない場ちや、巧件び録音されていな 
い場合はアラーム設定はでさません。 

③►-■再を/停止ボタンを押す。 
rOFFJ (または 「 ON 」) が点滅 
しよ9 Q 


OFF 

/ M M \ 


Hi 


?用 


③ - W または ►►! + ボタンで 
roNj を選ぶ。 
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る部のなまえ 


本が（表面） 


巧蔵マイク 


表示窓 
フオルダボタン 
分割ボタン 
表示ボタン 
マイク感度ボタン 

メニューボタン 
消まボタン 
スピーカー 
停止ボタン 



マイクジャック 读面） 

イヤホンジャック 

録/再ランプ 

♦録音/停止ボタン 

H —時停止ボタン 

- I ◄◄レビュー ( REVIEW ) / 

►►1+キュー （ CUE ) ボタン 

►-■再生/停止（決定） 

ボタン 

ホールドスイッチ 
音量つまみ 



電池ぶた 


ノ V ンドストラップ 
取り付け部 
り V ンドストラップは 
付属していません。） 


表巧な 


フォルダ表お- 
アフーム表术 - 
1」 ピー ト表示- 


マイク感度表示- 
REC DATE 觸音曰讯表示 」 'j 


( ON . OFF な。 


選んだ用件番号、メニュー内のモード表示 


IIUUUI 

圈 

IHIGH L 0 WI 日 


REMAIN (録音巧能時間）表示- 



REC DATEI , OMC の D 

HREMAINl |> l » ，ぶじ, 

-の〇卜がの-狂ド 
JL , ■じ,じ,,ぶ, JW 日 


-REC (録音）表示 
-電池交換時期表示 

-カウンター、残り時間、録音日付、現在時刻表 
示、メニュー表示、操作メッセージなど。 

•メモ U —残量表示 


^ し、ろいろな録音のしかた 
録音済みの用件に追加録音する 

用件を再生中に、その用件に追加して録音することび 
でをます。新しく追加した内容は、再生中の用件の最 
後に再生中の用件の一部として追加されます。 

用件3再生中 


I 


苗件3 


用件4 


追加録音後 A 






1 再生中に♦録音/停止ボタンを 
1秒む上 f 甲ず。 

「 REC 」 び表示され、 「 PLUS 」 び 
3回点滅します。録/再ランプは 
赤に変わります。再生中の用件に 
追加録音されまず。 

2 ♦録音/停止ボタンまたは停止ボタンを押して 
録音を止める。 

H ごま意 

六モ U —残量び不足している場ちは追加録音びできません。詳 
しくは r 故障かな？と思ったら」をご覧ください。 


か部マイクや他の機器を巧つ 
て録音する 

外部マイクや他の機器（テープレコーダーや電話など） 
の音靑を本機で録音することがでさます。 

外部マイクで録音ずる 

本磯のマイクジャックに付属のミニプラグ付きマイク 
□ホンをつなざます。外部マイクをつなぐと、内蔵マ 
イクは自動的に切れ、外部マイクの音を録音します。 
プラグインパワー対応のマイクを使ラと、マイクの電 
源は本機から供給されます。 




1 

外部マイク 

(D 

け 




別売りのマイクちご使用いただけます。 

が夕'!•部マイクと内蔵マイクの使いかた 

内蔵マイクは標準感度、全指向性マイク n ホンです。□述録音 
や会議の録音では内蔵マイクのご使巧をおすすゆします。□述 
録音時はマイク感度を 「 LOW 」 に、尝議録音時は 「 H に H 」 に 
設定してください。 

他の機器の音声を録音ずる 

他の機器の音声を録音するには、本機のマイクジャッ 
クと他の機器〔テープレコーダー件テレビ、ラジオな 
ど）のイヤホンジャックを、付属のオーディオコード 
(抵抗入り）を使ってつなざます。 



n ごま意 

にレコーダーへの入力に抵抗なしオーディオコードを使巧する 
と音声び途切れて録音されることびあります。必ず抵抗入り才 
ーデイオコードをお使い < ださい。 


電話の音声を録音ずる 

電話の種類に合わせて、別売り機器を使って本機で電 
話の音声び録音でさます。詳しくは、お使いになるア 
ダプターなどの取扱説明書をご覧ください。なお、テ 
レホンレコーデイングアダプターは、一部特殊な電話 
機にはご使用になれません。携帯電話に近づけるとノイ 
ズび入るため、録音でをません。 

その他の接続方法については、別紙の 「 ICD 知っ得 
Q & AJ をご覧ください。 

^用件の編集 

録音した用件を消去する 

録音した用件を1件ずつ、またはひとつのフオルダ内 
の全用件を一度に消ますることびでをます。 

一度消去した内容はもとに戻すことはでさませんの 
で、ごミ主意ください。 

1件ずつ消去ずる 

消したい用件だけ消ますることびでをます。 

用件を消すと、次の用件び自動的に繰り上がるので、 
間に空白部分は残りません。 

消去前 


用件1 

用件2 

巧件3 

用件4 


用件3を消去ずる A 

用件1 

用件2 

巧件3 

用件4 


消去後 


用件の番号が繰り上がる 


消去ボタンを巧ず。または、停止 
中に消去ボタンを1秒 1 U 上巧す。 

確認音び鳴り、用件番号と 
「 ERASE 」 が点滅し、消去したい 
用件のはじめと終わりの己砂が10 
回ずつ再生されます。 

「 ERASE 」 の点滅中に消去ボ 
タンをもラ1度巧ず。 

用件び消まされ、降の用件番号 
び繰り上がります。 




(例えば、用件3を消去した場を、用件4だったをのび 
用件3になります。消まび完了すると、消去した用件 
の次の用件の頭で停止します。） 

途中で消去をやめるには 

手順2の前に停止ボタンを押します。 

他の用件を消去ずるには 
手順1と2を繰り返します。 

ひとつの用件の一部分だけ消去ずるには 
用件分割をして、消まする部分としない部分に分けて 
から、消ましたい部分の用件番号を選んで手順1と2の 
操作をします。 


フォルダの中身を一度に消去ずる 

ひとつのフォルダの中のすべての用件を一度に消ます 
ることびでさます。 

フオルダ A フオルダ B 


I 胤牛 1 [ 胤牛2 [用件3 [空をスぺース I I 用件1 ] 用件 2 

み 

I 空さスベース ] [吊件1奇件2 


フオルダボタンを}甲して、フオルダを選ぶ。 


停止ボタンを巧しなが5、消去 
ボタンを1秒 1 U 上巧ず。 

FALL ERASE 」 び10砂間点滅し 
ます。 


面 
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0点滅している間に消去ボタンを巧 
ず。 

遠中で消去をやめるには 

手順3の前に停止ボタン对甲します。 


用件をふたつに分ける/つな 

I 了^—用件分割/用件結合 

ひとつの用件を途中で分割してふたつに分けたり（用 
件分割）、ふたつの用件を結合してひとつにつなげる 
(用件結合）ことがでさます。 

録音中/再生中 一 用件分割がでをます。 

停止中一 用件結含げできます。 

D 用件分割-用件結合についてのごま意 

頻繁に用件分割または用件結合をずると、用件分割びできなく 
なることびあります。 

用件をふたつに分ける（用件分割） 

録音または再生中、巧件分割をするとひとつの用件び 
ふたつに分かれ、その場所に新しい用件番号が付をま 
す。会議など1件の用件び長時間になったとを、用件 
分割をすると、再生したい場所びすばやく探せて便利 
です。分割した用件び入っているフォルダの用件数び 
99件になるまで用件分割でをます。 

n ごま意 

• 用件分割をするには、；><モリーに一定の空さ容量び必要です。 

• アラーム設定した用件を分割すると、分割した後ろの巧件には 
アラーム設定は残りません。 

• 用件のはじめから1秒までの間では用件分割はできません。 

録音または再生中に、用件を分割をしたいところで 
分割ボタンを f 甲ず。 

• 録音中に巧したときは： 押したところ 
から新しい用件番号びつさ、その番号 
び3回点滅します。ふたつの用件とし 
て録音されますび、途切れず続けて録 
音されます。 



用件2 r 巧件3 


用件分割 


-»続けて録音される 

が録音一時停止中でを巧件分割できます。 

• 再生中に押したとさは： 巧したところ 

で用件び分割され、新しい用件番号び 
3回点滅します。政降の用件番号はひ 
とつずつ送られます。 



巧件1 

用件2 

用件3 



み巧件分割 



用件1 

用件2 

用件3 

用件4 



巧件番号がひとつずつ増える 

が H - 時停止ボタンで再生一時停止中でわ用件分割できます。 

用件分割した部分を探して聞くには 

分割した用件を1件として用件番号びついているの 
で、用件番号を探すとさと同様に◄または ►►! + ボ 
タンを巧して再生する部分を探してください。 

忠 分割した用件を続けて 聞く には 

メニューのコンティニュー再生 （ C 0 NT ) で rON 」 を 
選ぶと便利です。 

用件をつなげる（用件結さ） 

用件結合をすることでふたつの用件をひとつの用件に 
まとめることびでさます。 


I 届件 1 

用件2 I 用件3 

I 巧件4 

I 用件5 


A 用件結合 

I 用件1 

用件2 

I 用件3 

I 用件4 


用件番号がひとつずつ減る 

停止ボタンを巧して停止状態にずる。 

- I ◄◄または ►►!+ ボタンで、つなげたいふたつ 
の用件のラち、後ろのほラの用件番号を選ぶ。 


分割ボタンを f 甲しなが5消去ボ 
タンを1秒な上巧ず。 

riD ERASE 」 が10秒間点滅しま 
す。 



4 点滅している間に消去ボタンを巧す。 

ふたつの用件びひとつの用件にまとまり、用件番 
号び上図のよラにつけ直されます。 

用件結含を途中でやめるには 

手順3の前で停止ボタンを巧します。 

n ごま意 

巧件をつなげると、後ろの用件のアラーム設定は削除されます。 
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アラーム再をする時刻を設定する。 

© または ►►! + ボタンで 

「時」の数字を選び、►-■を押 
す。 

「分」表示が点滅しまず。 



⑤ - または ►►! + ボタンで 

— 

「分」の数字を選び、►-■再生 

UN 

/停止ボタンを巧す。 

か)） 

「ALARM ON 」 と r ( ci )」 び表 

ni n のの 

おされます。 

ML n h lu 

メニユーボタンを巧ず。 

面の 

通常の画面に戻ります。アラーム 

lU 

か)） 

設定された用件には 「かり」 び表示 

… GH 

されます。 

广,"广,广ド 

U UU 


設定した時刻になると、約10秒間アラーム音が鳴り、 
選んだ用件の再生び始まります。 

アラーム再生中は、 「 ALARM 」 び点滅します。 

再生び終わると、自動的に停止します（アラーム再生 
した用件の頭に戻ります)。 


アラーム再生された用件をもラー度聞くには 

►-■再生/停止ボタンを押すと、その用件のはじめか 
b 再生されます。 


用件が再生される前に止めるには 

アラーム音び鳴っている間に停止ボタンを押します。 
ホールドスイッチび入っていてち止められます。 


アラーム設定を辭除ずるには 

手順2で 「 OFF 」 を選んで►■再生/停止ボタンを巧 
します。 


アラーム設定内容を変更するには 

手順1〜2を行い、現在設定されているアラーム再生曰 
び表示されたら手順3〜6で新しい内容で設定します。 

B ごま意 

• すでに他の用件でアラーム設定されているのと同じ時刻を設 
定しようとすると 、 「PRE SET 」 び表示され、アラーム設定 
はでさません。 

. アラーム再生中に別の用件の設定時刻になった場台、巧件の 
途中で;欠のアラーム再生び始ま0ます。 

• 録音中にアラーム設定した時刻になった場合は、録音終了後 
にアラーム音び鳴ります。「か，)」のみび点滅します。 

• 録音中に;をたつ技上のアラーム設定時刻になった場ちは、時 
刻の早いちの用件のみ再生されます。 

• メニューモード中にアラーム設定時刻になった時は、；><ニュ 
ーモードび中止され、アラームび鳴ります。 

. アラーム再生を設定した用件を消去すると、アラーム設定は 
無効になります。 

. アラーム再生を設定した用件を分割した場合、分けた点より 
前の部分のみアラーム再生されます。 

. アラーム再生を設定した用件を前の用件と結合した場合、ア 
ラーム設定は無効になります。 

• 再生音の大きさは、音量つまみで調節できます。ちょラど良 
し宿量に設定してお使いください。 

• 消去中にアラーム設定した時刻になった場合は、消去を終了し 
たとさに約10砂間アラーム音が鳴り、用件が再生されます。 

• 一度設定したアラームは、アラーム再生を終了した後ち設定 
は解除されません。 


表示を切り換える 

表示ボタンを押すと下記のよラに表示を切り換えるこ 
とびでさます。停止時、録音時、再生時とも、設定し 
ておいた表示モードになります。 


が現在時刻表示について 

停止中に3棘政上何を操作しないと、表示モードに関係なく、 
現在時刻表おにな0ます。 


カウンター表示モード 

ひとつの用件の中の経過時間を表示 
します。 



残り時間表示モード 

停止中、録音中は録音巧能な残り時 
間を表示します。再生中は、その用 
件の残り時間を表示します。 
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REMAIN 
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録音日時表示モード 

用件を録音した曰付けと時刻を表示し 
ます。（時計を合わせていない場合は 
r - M-D 」と表示されます。） 


面 

冶' 
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REC DATE 
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tZ 
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カウンター表示モードに戻る 


ビープ音を設定する 

操作時の受け付け確認やエラーのビープ音（ピッとい 
う音）を鳴 b さないよラに設定できます。 


六その他 _ 

使用上のごま意 

ノイズについて 


ON :操作時の受け付け確認音およびエラー音が鳴 
ります。（初期設定） 

OFF :操作時の受け付け確認音やエラー音び鳴りま 
せん（アラームは鳴ります)。 


1 メニューボタンを f 甲ず。 

メニューモードに入0ます。 


2 -» ◄◄または ►►!+ ボタンで 
「 BEEP 0 NJ (または 「BEEP 
0 FFJ ) を選び、►-■再生/停 
止ボタンを巧す。 

「 ON 」 〔または 「 OFF 」) び点滅し 
も;^ 〇 

3 - I ◄◄またはボタンで 
「 OFF 」 または 「 ON 」 を選び、 

■再生/停止ボタンを巧す。 

4 メニューボタンを f 甲ず。 

設定び有効になり、通常の画面に 
戻ります。 


ビープ音の意味 


OFF 



4^ 


BE EP 


肌二 

BEEP 


〜冶' 



ビープ 音 

意ほ 

ピ 

操作時の受け付け確認音 

ピピ 

特定のモードに入ったとを、解除され 
たとさの確認音 

ピピピ 

エラー音 （例： メモ U — 残 量び不足し 
ている、すでに最大巧件数または最大 
録音時間まで録音しているため録音で 
をない、フオルダの最後または最初の 
用件のため早送り、早戻しびで去な 
い。） 

ピピピピ 

エラー音（電池の鶏量不足。） 

ピピピピ—— 

- アラム音 （「BEEP OFF 」 に設定し 
ている場をでちアラーム音は鳴りま 
す。） 


フォルダ巧の用件を続けて再 

生する —コンテイニューちを 

フォルダ内の用件を連続して再生できます。分割した 
用件などを続けて聞きたい場合などに便利です。 

ON :フォルダ内の用件を続けて再生します。 

OFF :用件が終わるごとに止まります。（初期設定） 


1 メニューボタンを f 甲ず。 

メニューモードに入0ます。 

2 - M ◄または ►►!+ ボタンで 
rCONT OFF 」 （または 
rCONT ONJ) を選び、 
再生/停止ボタンを巧ず。 

「 OFF 」 （または rON 」) び点滅し 
ふ与 0 





ctJisir 


3 - I ◄◄または ►►!+ ボタンで 
「 ON 」 または 「 OFF 」 を選び、 

■再生/停止ボタンを巧す。 

4 メニューボタンを f 甲ず。 

設定び有効になり、通常の画面に戻ります。 


rii # 

UN 

rnt I T 
し UN I 


誤操作を防止する一 ホールド機能 



ホールドスイッチを矢印の方向にず b 
します。 「 HOLD 」 び3回点滅し、す 
ベてのボタンび操作でさなくなりま 
ず。 

操作でさるよラにするには、ホールド 
スイツチを矢印と反対のち向にずらし 
て < ださい。 


因 

18 

HIGH 


V 1 1 1 

.1 , r り 
-1 tUL 

み- 

. LI 〜 

ふた■け - HH \一 


• 録音中や再生中に本機を電灯線、壁光灯、携帯電話な 
どに近づけすざると、ノイブが入ることびあります。 

• 録音中に本機に手などび当たったり、こすったりす 
ると、雑音び録音されることびあります。 

ご使用場所について 

• 運転中のご使用は危険ですのでおやめ < ださし、。 


取り巧いについて 

• 落としたり、強いショックをちえたりしないでくだ 
さい。故障の原因になります。 

• 次のよラな場所には置かないでください。 

-温度び非常に高いところ （60° C 政 上)。 

-直射日光のあたる場所や暖房器具の近く。 

-窓を閉めさった自動車巧（特に夏期)。 

-風呂場など湿気の多いところ。 

-ほこりの多いところ。 

キャッシュカードや定期券など、磁気を利用した力一 
ド類をスピーカーに近づけると、 マグネットの影響で 
磁気び変化して力ードが使えなくなることがありまず 
ので、ごま意ください。 

万一故障した場含は、内部を開けずにお買い上げ店ま 
たは ソニーサービス 窓口に ご 相談ください。 


お手入れ 

本体表面がミちれたとをは 

水気を含ませた柔らかい巧で軽くふいたあと、からぶ 
をします。シンナー令ベンジン、アルコール類は表面 
の仕上げを傷めますので使わないでください。 


巧障かな？とおった6 

修理を依頼される前に、もラー度下記項目をチェック 
してみてください。それでも解決しない場含、ご不明 
な 点は、パーソナルオーデイオ •カスタ マーヴポート ぺ 
ージをご幫いただくか、お客様ご相談センターまでお 
問い合わせください。なお、修理に出すと、録音した 
内容び消えることびあります。ご了承ください。 

操作ボタンを巧しても動作しない。 

• 乾電池の©と©の向さが正しくない。 

• 乾電池げ消耗している。 

• ホールドスイッチび入っている。（ボタンを巧すと 
「 HOLD 」 表示び3回点滅します。） 

スピーカーか 6音が出ない。 

• イ ヤーレシーバーび 差し込まれている。 

• 音量び絞5れている。 

FFULU が点滅し、録音できない。 

• メモ U —がいっぱいになっている。 

不要な用件を消まする。 

• 選んだフォルダに99件録音されている。 

別のフォルダを選ぶか、不要な用件を消まする。 
追加録音でをない。 

• メモリー残量が不足している場合は追加録音できま 
せん。追加される部分は、新たに録音される部分の 
録音び終わってから消まされるため、録音でさるの 
は、現在の残り録音可能時間分のみです。 

雑音び入る。 

•録音したとき、本機をこすってしまい、雑音び録音 
された。 

• 録音中や再生中に本機を電灯線、壁光灯、携帯電話な 
どに近づけすざると、ノイズが入ることびあります。 
•が部マイクで録音したとさ、マイクのプラグびミちれ 
ていた。 一 ►プラグをされいにク U —ニングする。 

•イヤーレシーバーで間いているとさ、イヤーレシー 
バーのプラグが巧れている。 

プラグをされいにク U —ニングする。 

録音レベルがかさい。 

• マイク感度び 「 LOW 」 （I □述)になっている。 

ーマイク感度ボタンで 「 H に H 」 指議)に切り換える。 
録音レベルが不安定。（音楽などを録音したとき） 

•本機は尝議などの録音の際、自動的に録音レベルを 
調整するよラ設計されているため、音楽などの録音 
には適していません。 

時計表示が r-M — D 」になる。 

• 時計を合わせていない。 

REC DATE 表示び r-M -- D …: 一 」になる。 

• 時計を合わせていない時に録音した用件には、録音 
した曰付は表示されません。 
rPRE SET 」 び表示され、アラーム再生げ設定できない。 

• すでに他の用件でアラーム設定されているのと同じ 
時刻を設定しよラとすると、設定はでをません。 
電池の持続時間が短い。 

• 乾電池の持続時間は、音量っまみ「4」付近で內蔵ス 
ピーカーで再生した場含の目安です（ソニーアルカ 
U 乾電池 LR 03 に G ) 使用時)。使用条件によっては 
短くなる場合があります。 


H ごま意 

録音中にぶールドにした場を、録音を止めるには、まず巧ール 
ドを辭除してください。 

忠 ホールド中でちアラーム再生は止められまず。 

アラーム 再生時、 アラーム 音や用件再生を止めるときには停止 
ボタンは使えます。（通常の巧件再生は停止でさません。） 


最大録音時間まで録音できない。 

•ひとつのフォルダ内で、99件を超えると、それ政上 
用件は録音でさません。 

• 最小録音単位（約9秒間）びあるため、用件の数が多 
いと、端数び出ることにより実際の録音可能時間が 
最大録音時間より短くなることがあります。 

• 最小録音単位より長い用件の場合でも、端数び出た 
場合は、同様に実際の録音時間よりもをく残り時間 
び減ることびあります。 


•政上の理由により、実隙に録音した時間（カウン 
ター表示）の合計と、 r 残り時間」を合計した時間 
び、最大録音時間より少'なくなる場含があります。 

正常に動作しない。 

•乾電池を取り出して、ちラー度入れ直す。 


主な仕様 

録音方式 内蔵フラッシュメモ U - 使用、モノラル 

録音 

最大録音時間 150分 
スピーカー 直径 32 mm 

入-出力端子イヤホンニジャック/モノラル） 
出力：負荷インピーダンス 8-3000 
マイク（ミニジャック/モノラル）入 
力：プラグインパワー対応、最ル入力 
レベル日. 6 mV 
実用最大出力 1 50 mW 

電源 DC 3 V 単4おアルカ U 乾電池2本使用 

最大がお寸法約44.日 x 105.3 x 14.0 mm 

(幅/高さ/奥行を）最大突起部含まず 
質量 目 8 g (アルカ U 乾電池 LR 03 2本含む） 

付属品イヤーレシーバー（1)/マイク□ホン（1)/ 
オーディオコード （1) /キャ U ングポーチ （1) 
/ソニーアルカ U 乾電池 LR 03 に）/取扱説明 
書 （1) /に D 知つ得 Q&A (1) /ソニーご相談 
窓□のご案内 （1) 

別売アクセサ U — 

モノラルイ巾ーレシーバー MDR - EX 17 MM / エ 
レクトレットコンデンサーマイク□ホン ECM - 
Z 60 (ズームマイク）、 ECM - T 1 己、 ECM - T 115 
(タイピン型)、 ECM - DM 己 P (ダイレクトインマ 
イク）/テレホンレコーディングアダプター 
TL - R 10*、 TL - RH 30 (叮 L - R 10 はホームテレホ 
ン、ビジネスホンにはご使用になれません。） 

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更す 
ることびありますが、ご了承ください。 


巧証書とアフターサービス 

保証書 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、 
大切に保存してください。 

• 保証期間はお買い上げ曰より1年間です。 


アフターサービス 

調子が惡いときはまずチェ ックぞ 

この説明書をもラー度ご K になってお調べください。 
その でち具をの悪いとさはヴ ~ビスへ 
お客様ご相談センター、お買い上げ店、または添付の 
「ソニーご相談窓口のご案内」にあるお近くのソニーヴ 
ービス窓□にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださま 
す。詳しくは保証書をご K ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能が維持でさる場合は、ご要望により 
有料修理させていただをます。 

部品の保有期間について 

当社ではにレコーダーの補修用性能部品(製品の機能を 
維持するために必要な部品)を、製造巧ち切り後6年間 
保有しています。この部品保有期間を修理可能な期間 
とさせていたださます。保有期間が経過した後も、故 
障箇所によっては修理可能の場合がありますので、お 
買い上げ店またはサービス窓□にご相談くださし、。 


お問い合わせ窓□のご案内 

本機についてご不明な点や技術的なご質問、故障と 
思われるときのご相談については、下記のお問い合 
ねせ先をご利用 < ださい。 

• ホームページで調べるには一►パーソナルオーディ 
才•カスタマーサポートへ 
(http://www.sony.co.jp/support-pa/) 

にレコーターに関する最新サポート情報や、よく 
あるお問い合わせとその回答をご案内するホーム 
ページです。 

• 電話 ’ FAX でのお問い合わせは 一 > お客様ご相談セ 
ンターへ（下記電話 ’ FAX 番号） 

•本機の商品カテゴリーは[オーディオ]一[ウォ 
ークマン]です。 

•お問い合わせの隙は、次のことをお知5せくだ 
さい。 

一お使いのに レコーダーの 型名 
一ご相談内容：でさるだけ詳しく 
一お買い上げ年月曰 


商品の修理、_お取扱い方法、お買物相談などの問い合わせ 


♦ http :// www . sony . co . jp / SonyDrive / 
お客様ご相談センター 

• ナビダイヤ J レ SS 0 己 70-00-33 11 

(全国どこからでを巿巧通話料でご利用いただけます） 

• 携帯電話* PHS でのご利用は.. 03-5448-331 1 

(すビダイヤルがご利用でさなし\場合はこちらをご利用 < ださし、） 

• FAX . 0466 -31-2 己9曰 

受付時間：ち〜金9:00〜2ひ00 ± ■曰-祝日9:00〜17:00 
お電話は自幫]音青応答にてお受けしています。 


ソニー株式を社干 141-0001 東京都品 JII 因ヒ品 JII 6-7-3 已 








































































































































































































































